
でIL
.'F~r･･ taL
L1
..I_qELrJ

製 .fr'R耳 目 ‥r
. '̀'L ･. I.ll

港 北 〃

斬 篭 誓 l'二転

毒 t:-. :__.__-:

イ_
)-+H

-}7･.F ,

!恥 巧さl/-:･
に キZ bごr■ヽrl

‡一1=L三 富 呈薄 琴¶

㌔ (.義軍重 責

I軸

Hu

.
･止
r_
. .I
A･f∴

+

い
F

.;～

.r･

∫
.Lト

]

=
I'･

I

.

..:i.

...,

･･･I.'7
7
..射

･

..:
I.
rlY,t

.E

i
..,
_

'■-:LTLIR事 ■1..てEl
;i.4･･･:llI∩ ､1 才L‥ 1-･.■､.El7 - キJHLJ (

虹 宝 ,恥 ､耳

押 ∴1-㌔.i

L･･Z ' '..I圭 一-ニl琶】_玩 .よさ価 ､宮 に㌣ ∃ l●≡lF･.月,局

手

早

十

I
:I.雌
.I.
..I:1
'･7,..I:
.
.
.
.
:i
;:.
,
.
(
.::
;
,
:
.:I
:.･

.
:
...:.･
I

.

･

･･

･

･
･.･'.;

j
.I.:∴

､
電 賓 も 霊 -F守 莞

軒

粟 草

.
Ln
IA

/J

-i .′･r■し恕'rLI r･■

予 定 .q<梯 IU:∴ . ZIr.,･･一.
･I･LL1-i｢.I.-∴ -L･1..IJq
～.I i ;･JFr.叫

:-:＼∴ 言 ∴ 二;.:･･ミ
てい TJ., _I.憲 き

.'叛

.
A
..
･:
･
･
:.
･.;
;
I,
㌔

-
'-

.

.
:

.

'
'.

i
;....･

I;
爪

1T3
t.

守

.
I:
.'･

･
津

:.･.･f
I

..
-

㈲

酢

畔

J
;
惑

持

,
J

闇

酢

甜

Li7.J
;
惑

f〝
.iLq
管

等

々
鵠

,
I

L
.
∵
y..

:I.
?'..
:,..･･:..:.
I.
'
･.･_1∴
･,r.,:.:.
.
I:･I,I.'
:.J
..f::
I+
..

,

:･.'::
..
..:.'
:･7

,I.･...
.1･.･::
,
I
:
I:.7
1.i
.,.,....･]
[
'
...
.糊
.:･.T
,.苦

い

El=

-

1r-i

･∴

:
;

･･;
･:
.i

I.;
.
.
..:･
･7
.:･

･･
;
;I:.i:
i
卜

｢

｡

-

乎 庫 -2博 .'9 月

.i.
1
宜

.I

.,-

.
いt_､
･ヽ

_j

･.T
I
T
T.7

.､

∵
L
】 Si 嘘 痔

健 勤 歯 髄 晦 樹 海 焼 拳

･(株 ､) 馴 蕗 一亘 問 如b
応ヽ

タン

I
.
..
I
.吾

‥斗

軒

7

/1

.L=i
ド

.:

L･7.････
･
ftill_.;

〟Ir
E･

.iTl:I
E

,
l
l
T

･L
;｣
や

lT

↓

t.

′i:

.
I･.･r]

.I

.I

I.I

.5
2
斬

㌫

-
㌔

q=

嘩

･iItL･
色 J ∫ lEJ

応ヽ

LIMFl

l∫

義 -,.:- 二 ,:_:-_:.十 I -: I,･lt;:･宗,誓 言 li''l/:::

～J
ii..フ
l

h･･MI
F

.
S
は
.b

L
【=

:
.･
･.･::j
i
軋
.4

'･･;
-～
.

I.'Jf

...
;.･I
..～
.-
∴

一
"

･1
.

.
㌔

1.
I.I

I

較

J

f

.I,

_
yI.

1

■コ
iJT1

-i:.I

iEluc

凝
i
如

rA

立
;
l
l
㌧t:
I
.
--
㌦

Lj



- 目 次 -

0 _ 当 調 査 の 目 白勺 と 作 業 フ ロ -

工. 港 ゴヒN_T.内 の 大 擁 壁 ー 橋 梁 の 現 状 手巴握

口.大擁壁､橋梁の現状把握

口.港北N.T.における大擁壁の位置と施工時期

口.港北N.T.幹線道路における橋梁の位置と施工時期

口.擁壁分布図

Ⅱ_ 各 擁 壁 の 現 況 と 課 是巨

[コ.大擁壁の現況特性と課題

Ⅲ . 課 是巨の 対 応 方 策

[コ.擁壁の修景手法

口.各地の事例

Ⅳ . ケ - ス ス タ デ ィ 作 業 古こ よ る 検 言手

口.課題の対応方策

口.各擁壁の修景対応手法の方針

ロ.ケーススタディ地区の位置

已.修景シュミレーション･

口.試験施工

①
②
③
④
⑧

⑥

一
一
一
一
一

一

1
1
1
1
1

1

1-⑩ ･1-⑪
2-(D ･FC-3橋
2-⑥ ･A-1橋
2-⑦ ･C-13橋
2-⑨ ･C-47橋

1-⑦ ･1-⑬

Ⅳ - 2･ モ デ ノレ地 区 の L Cぎ り 込 み

口.モデル地区のしぼり込み

ロ.モデル実施条件のしぼり込み

口.モデル地区実施計画 ･1-⑤擁壁
･FC-3橋
･A-1橋
･C-47橋

口.概算工事費対比表

口.管理の考え方

Ⅴ - 実 方色 石こ あ た っ て の 課 是巨

港北N.T.修景擁壁調査



妻O 毒
当 調 査 の 目 白勺 と 作 業 フ ロ -

港北N.T.は横浜市の中心部から約12km､東京都心から約25knに位置し､豊かな

自然に恵まれた良好な住環境の形成をめざして昭和40年代前半以降事業が実施さ

れ､昭和58年8月には集合住宅の第一次入居が行われ ｢まち｣としての熟成を図

ってゆく時期となっている｡

この時期に､当ニュータウンのめざすべき "まち"づくり目標として､単なる

ベッドタウンとしての住宅都市ではなく､複合的な都市機能をもつ …新たな都市

づくり"のため 〔デュポン〕 〔リコー)等の研究 ･研修施設等の誘致､さらに

｢港北N.T.まつり｣等各種イベントによるソフトなまちづくり等各種の施策と一体

となって都市基盤整備が実施されてきたところである｡

地下鉄3号線の開通をめざしまちづくりの進展が急ピッチで進められており､

道路等の基盤整備も進展している｡

また歩行者空間の整備については､グリーン･マトリックス等豊かな緑地歩行

者空間がネットワーク化され､美しく､豊かな都市景観を形成しつつある｡この

一方､幹線道路については､堀割方式により各所にコンクリートの直擁壁が出現

し､ニュータウンのまちの熟成化に伴い都市景観の面で大きな課題となってきて

いる｡特に､初期整備の擁壁については汚れが目立ち､早期の修景が望まれてい

る｡これらコンクリート直擁壁は都市景観の面ばかりでなく車利用者にとっては

方向性の喪失､バス利用者にとっては画一的バス停イメージ等の課題が指摘され

ている｡

このような状況をふまえ､当調査は､これら直擁壁についての課題を整理し､

その対応方策を検討し､具体的なケーススタディ地区における検討を行って､実

施にあたっての課題を整理することを目的とする｡

この際､これら直擁壁を､単に汚れ等に対して修景をはかるという対処方策は

当然のことながら､広くまちづくりの視点でとらえ､これら擁壁を積極的に活用

し､地区のシンボル的都市景観形成をはかる視点からも検討を行うこととする｡

これら種々の対応方策について､ケーススタディ地区における検討をふまえ､

そのうち実施可能なものについては､今後その実現化をはかる｡

ji
○.位置 (公共用地､民有地別)
○.面横
○.施工時期等の管理

Ⅱ 各地区 (擁壁)の現況特性と
課題

○.所有者別､特性別等の整理
○.方向感のなさ
○.圧迫感
○.汚れ

等

Ⅲ 課題の対応方策

○.まちづくり手法
○.住民協定の活用
○.景観上の社会的効用
○..まちとデザイン
○.まちなみ景観の検討

Ⅳ ケーススタディ作業による検討

○.ケーススタディ位置の抽出
○.ケーススタディ作業の決定
○.施工 (実験)の実施と検証
○.修景をつくる手法
○.管理
○.場の抽出､施工､評価
○.N.T.での今後の修景計画の立案
･擁壁の箇所の把握
･N.T.全体への展開の基本的考
え方
･提案例･提案例

実施にあた
っての課題

0.修景擁壁の
提案と課題
0.実施の方式
0.管理方策の
検討
0.市との対応

港北N.T.修景擁壁調査 1
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[=コ一 大 擁 壁

O.港北N.T.内における大擁壁について､所有者､施工時期について整理したもの

が右表である｡

･これでみるように擁壁の多くは民有地となっている｡

･施工時期は､古 くは昭和52年に実施されており､約12年程経過しているもの

もある｡

･第 2地区内はすべて施工済であり､第 1地区についても⑧､⑨､⑩､⑪の他

は施工済である｡

[=コ_ 橋 梁

0.港北N.T.内の橋梁について､種別､施工時期を示したものが右表である｡

･第 1地区､第2地区とも未施工なのは､ほとんどセンター地区周辺部分であ

り､他はほぼ施工済となっている｡

･また､そのほとんどが歩道橋 (ベデ橋)であり､歩道橋でも緑道橋やその他

道路橋は僅かな数しかない｡

･緑道橋は石貼り等で修景してあるものが多いが､その他の橋の橋詰部分につ

いては､RC造のままである｡

*:右表における橋梁番号における種別 は
F:第1地区 C :歩道橋 (ペデ橋)
A:道路橋 D:歩道橋 (緑道橋)

地 点 番 号 用地の種別 施 工 時 期 延 長 面 積 分 類 道 路 名 称 等 備 考

第 1-①擁壁 民 有 地 昭 和 63年 40.0m 180ーOrd 幹線道路′′′′〟〟寺 院〟幹線道路〟〟′′ 日吉 ー元石川線

I-②扶壁 公 共 用 地 昭 和 64年 60.0m 270.0Ⅰぜ K-3線

1-③凍壁 民 有 地 平 成 1年 100.0m 650.Onf 日吉 .元石川線

1-④擁壁 民 有 地 平 成 1年 130.0m 845.Onf 日吉 .元石川線

1 1-⑤擁壁 民 有 地 平 成 1年 70.0m 455.0Ⅰゴ 佐江戸 .北山田線

也 1-(む擁壁 民 有 地 平 成 2年 95.0m 152.5rJ 慈限寺

区 1-⑦擁壁 民 有 地 平 成 2年 125.0m 425.O一d 枚音寺

1-⑧擁壁 民 有 地 *平成3年 150.0m 975.Ozd 日吉 .元石川線

1-⑨擁壁 民 有 地 *平成3年 150.0m 965.OTd K-4線

1-⑳擁壁 民 有 地 *平成3年 100.0m 450.Ord K-5-2線

1-⑪擁壁 公 共 用地 *平成3年 320.0m 1983.Onf 佐江戸 .北山田線

罪 2-①擁壁 民 有 地 昭 和 57年 115.0m 572.5Ef 幹線道路〟rラウンド 新羽 .荏田線 交差点

2-②擁壁 民 有 地 昭 和 57年 120.0m 780.O一d 新羽 .荏田鼻

2-③擁壁 民 有 地 昭 和 52年 110.0m 597.Ore 出光グラウンド

2-④擁壁 民 有 地 昭 和59年 70,0m 395.OEf 幹線道路〟〟〟〟Jr〟 中山.北山田線

2 2-⑤擁壁 民 有 地 平 成 2年 160.0m 660ーOrd 中山.北山田線

也 2-⑥凍壁 民 有 地 昭 和 59年 100.0m 515.0Ⅰ丘 K-6線

区l 2-⑦擁壁 民 有 地 平 成 1年 115.0m 617.5Ⅰゴ 佐江戸 .北山田線

2-⑧擁壁 民 有 地 平 成 2年 110.0m 585.Onf 佐江戸 .北山田線

2-⑨凍壁 民 有 地 平 成 1年 345.0m 2192.5Ⅰd 薪礁浜 .元石川線 大熊 .東山田線

幹線道路における橋梁の位置と施工時期

i-1:FC-1.昭和62年施工
1-2:FC-3.昭和63年施工
1-3:FC-4.昭和61年施工
i-4:FC-6.昭和63年施工
1-5:FC-8.昭和60年施工
i-6:FC-9.昭和62年施工
1-7:FC-10.平成2年以降施工予定
I-8:FC-14.平成 2年以降施工予定
1-9:FC-15.昭和62年施工
I-10:FC-16.平成2年以降施工予定
1-ll:FC-19.平成 2年以降施工予定
1-12:FC-21.平成2年以降施工予定
i-13:FC-22.昭和63年施工
i-14:FA-1.昭和63年施工
1-15:FC-23.昭和63年施工
1-16:FC-24.昭和63年施工
1-17:FC-25.平成 2年以降施工予定
1-18:FC-27.平成2年以降施工予定
1-19:FA-2.昭和63年施工
1-20:FC-28.平成 2年以降施工予定
1-21:FC-31.平成2年以降施工予定
1-22:FC-32.平成 2年以降施工予定
1-23:FC-33.平成1年施工
1-24:FC-34.平成 1年施工
1-25:FC-35.昭和63年施工
1-26:FD-1.平成1年施工
1-27:FC-36.昭和63年施工
1-28:FC-37.平成 2年以降施工予定

2-I:C-1.昭和56年施工
2-2:C-2.昭和55年施工
2-3:C-3.昭和55年施工
2-4:C-4.昭和56年施工
2-5:D-I.昭和57年施工
2-6:A-1.昭和56年施工
2-7:C-5.昭和59年施工
2-8:C-6.昭和59年施工
2-9:C-7.平成2年以降施工予定
2-10:C-8.昭和59年施工
2-ll:C-9.昭和57年施工
2-12:C-10.昭和56年施工
2-13:C一日.昭和57年施工
2-14:A-2.昭手U57年施工
2-15:C-12.平成 2年以降施工予定
2-16:A-3,昭和55年施工
2-17:C-13.昭和55年施工
2-18:D-4.昭和57年施工
2-19:C-15.昭和56年施工
2-20:C-16.昭和57年施工
2-21:C-17.平成 2年以降施工予定
2-22:C-19.昭和57年施工
2-23:C-20.昭和57年施工
2-24:C-21.昭和57年施工
2-25:C-25.平成 2年以降施工予定
2-26:C-31.昭和57年施工
2-27:C-32.平成 2年以降施工予定
2-28:C-34 平成 2年以降施工予定

2-29:C-35.昭和56年施工
2-30
2-31
2-32
2-33
213J1
2-35
2-36
2-37

36.昭和56年施工
39.平成 2咋以降施工-I,定
40.17･成 2咋以旅施工･T･1'
JH.町柵156叩施.1二
42.ErifL1561r･施工
4.昭和57咋施工
43.昭和57年施工
5.昭和58年施工

2138:016.昭和58年施工
2139:C-44.昭和59年施工
2-40:C-45.昭和57年施工
2-41:C-46.昭和57年施工
2-42
2-Lt3
2-Ltd
2-45
2-46

6.昭和57年施工
昭和57年施工

昭和58年施工
昭紬58年施工

昭和57年施工

2-47:A-7.昭和60年施工
2148:C-52,平成 2咋以旅施工T･定
2-Jlg:C-53.m和57咋席上

港北N.T.修景擁壁調査 2
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i.# -jヒN_T_卓車線 道 路 に お け る 橋 梁 の 位 置 と 施 工 時 期

r~....･-_.__

i

./

-

･

トー＼ ..J
.I
..-
･J

-35:緑道橋
′~

幹 投 iE掛 こお け る 硝 安 の 位 芯 と 施 工 時 期

i- 1 :FC-1. 昭 和 62年 施 工

1- 2 :FC-3. 昭 和 63年 施 工

1- 3 :FC-4. 昭 和 61年 施 工

1 - 4 :FC-6. 昭 和 63年 施 工

1- 5 :FC-8. 昭 和 60年 施 工

1- 6 :FC-9. 昭 和 62年 施 工

1- 7 :FC-10.平 成 2年 以 降 施 工 予 定

i- 8 :FC-14.平 成 2年 以 降 施 工 予 定

1- 9 :FC-15.昭 和 62年 施 工

1- 10 :FC-16.平 成 2年 以 降 施 工 予 定

1 - ll :FC-19.平 成 2 年 以 降 施 工 予 定

I - 12 :FC-21.平 成 2年 以 降 施 工 予 定

1 - 13 :FC-22.昭 和 63年 施 工

1- 14 :FA-1. 昭 和 63年 施 工

1- 15 :FC-23.昭 和 63年 施 工

1 - 16 :FC-24.昭 和 63年 施 工

1- 17 :FC-25.平 成 2年 以 降 施 工 予 定

I - 18 :FC-27.平 成 2 年 以 降 施 工 予 定

1- 19 :FA-2. 昭 和 63年 施 工

I- 20 :FC-28.平 成 2 年 以 降 施 工 予 定

1 - 21 :FC-31.平 成 2 年 以 降 施 工 予 定

1- 22 :FC132.平 成 2年 以 降 施 工 予 定

1 - 23 :FC-33.平 成 1年 施 工

i - 24 :FC-34.平 成 1年 施 工

1- 25 :FC-35.昭 和 63年 施 工

l- 26 :FD-1. 平 成 1年 施 工
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港北N.T.の各擁壁､橋梁については､全体的に出来上がっているものがほ

とんどであり､特に第2地区においては汚れ､黒ずんだ擁壁も少なくない｡

修景方法も未施工ものについては様々な手段が考えられるが､施工済みの

擁壁には修景手法にも制限がついてくる｡以下に各擁壁における現況特性と

課題を整理する｡

※ 要素 Ⅰ:人､車からの見え方 要素Ⅱ:場所の特性

1 -① 1 @ 1 @ 1 ④ 1 ⑤ 1 ⑧ 1 ⑨

要莱Ⅰ ビ ス タ ･ゆるやかなカープの ･ゆるやかなカーブの ･ゆる竹なカープの内側 ･ゆる鵬 カープの外側 ･直線道路で坂道に面 ･ゆる軸､なカーブの外側 ･直線道路で坂道に面

外側 内側 ･歩道橋と道路橋の2 ･向かいに1-(参壁が している ･なだらかな坂道 している
･向かいにバス停があ ･なだらかな坂 本が架かる ある ･ぺデ橋に隣接してい ･鋭角に回り込んで歩
り､横断歩道橋がか ･向かいにバス停 ･向かいに1-④壁が ･歩道橋と道路橋の2 る 専道に接する
かつている ･横断歩道橋 ある 本が架かる

視 点 の位 置 (1)正面 (バス停より) (1)正面 (バス停より) (1)斜め横水平 (車) (1)斜め横水平 (車) (1)斜め上もしくは下 (車) (1)斜め上もしくは下 (車) (1)斜め上もしくは下 (車)(2)ななめ横水平 (車) (2)斜め上もしくは下 (車) (2)斜め上 (歩道橋) (2)斜め上 (歩道橋) (2)上側 (ぺデ橋) (2)正面上もしくは下 (歩専
(3)ななめ上 (歩道橋) (3)斜め上 (歩道橋) (3)下側 (階段) 道)

ス ピ ー ド (1)0kn/h (1)Ol凪/h (1)20-60km/h (1)20-60kn/h (1)20-60km/h (1)20-60km/h (1)20-601皿/h
(2)20-60km/h(3)4-81皿/h (2)20-60km/h(3)4-8km/h (2)4-81皿/h (2)4-81皿/h (2X3)2-8km/h (2)2-8km/h

要秦Ⅱ 土 地 利 用 住宅地 運動広場 住宅地 住宅地 住宅地 住宅地 住宅地

(7バート.マンション地区) (7/トトマンション地区) (7/トトマンション地区) (7バ小.マンション地区) (7ノトト.マンション地区) (7/トト.マンション地区)

道 路 種 別 幹線道路 幹線道路 幹線道路 幹線道路 幹線道路 幹線道路 幹線道路

施 工 時 期 昭和63年施工 昭和64年施工 平成 1年施工 平成 1年施工 平成 1年施工 平成3年施工予定 平成3年施工予定

官 民 区 別 民有地 公共用地 (運動広場) 民有地 民有地 民有地 民有地 民有地

課 題 ･カープの奥で目立つ ･前面に植樹がされて ･上部に橋が2本架か ･車より目立つ擁壁で ･ペデ橋より目立つ擁 ･車より目立つ擁壁で ･走っている車からの
場所であるo いるo つているo ある○ 壁であるo あるo 景観を考えるべきで
･ヰ からの景観と同時 ･数少ない公共用地で ･1-④と一体的な修 ･1-③と一体的な修 ･回り込んだ歩専道側 あるo
にバス停の人に対す あるo 景を考えるべきであ 景を考えるべきであ は手に触れて楽しめ ･未施工であるo

港北N.T.修景擁壁調査 8



1 @ 1 ⑰ 2 ① 2 ② 2 ④ 2 ⑤ 2 ⑥

要秦Ⅰ ビ ス タ ･ゆるいカーブの外側 ･直線道路でなだらか ･直線道路で坂道に面 ･ゆるやかなカーブの ･直線道路に面してい ･直線道路に面してい ･直線道路でゆるやか

･端は交差点の角に回 な坂道 している 内側 る る な坂道に面している
り込んでいる ･向かいはタウンセン ･道路橋が架かつてい ･横断歩道橋が架かつ ･道路橋が架かつてい ･L字に回り込んだ横

クーである商業ビルが建つ計画がある る ている･バス停がある る に階段がついている

視点 の位 置 (1)斜め横水平 (車) (1)斜め上もしくは下 (車) (1)斜め上もしくは下 (車) (1)斜め横水平 (車) (1)斜め横水平 (車) (1)斜め横水平 (車) (1)斜め上もしくは下 (車)
(2)交差点隅きり部は正面 (車) (2)正面 (商業ビル) (2)上方 (歩道橋)(3)正面下 (バス停) (2)上側､斜め下側 (歩行者)

ス ピ ー ド (1x2)0-60km/h (1)20-801皿/h(2)0-8km/h (1)20-601皿/h (1)20-60kn/h(2)2-8h/h(3)01皿′h (1)20-601皿/h (1)20-60km/h (1)20-601皿/h 自動車(2)0-8km/h歩行者(3)10-201皿/h 自転車

要素Ⅱ 土 地 利 用 住宅地 保存地区 住宅地 住宅地 住宅地 住宅地 住宅地

(7バートマンション地区) (7バ小.マンション地区) (7バートマンション地区) (7バート.マンション地区) (7/トト.マンション地区)

道 路 種 別 幹線道路 幹線道路 幹線道路 幹線道路 幹線道路 幹線道路 補助幹線道路

施 工 時 期 平成3年施工予定 平成3年施工予定 昭和57年施工 昭和57年施工 昭和59年施工 平成2年施工 昭和59年施工

官 民 区 別 民有地 公共用地 民有地 民有地 民有地 民有地 民有地

課 題 ･交差点に回り込んで ･上部は文化財保存地 ･走っている車からの ･バス停にのしかかる ･車がスピードを出す ･信号待ちの車からの ･回り込んだ擁壁が広
いるため､非常に目 区であり､特別な象 景観を考えるべき擁 ようーな擁壁であるo 位置にある擁壁であ 景観を考えるべき擁 い階段に接しており
立つ擁壁である○ 徴的な修景が必要で 壁である○ ･汚れが目立つo るo 壁である○ 歩行者との接触を考
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2 (∋ 2 ⑧ 2 ⑨ 2 ⑩

要秦i ビ ス タ ･直線道路に面 してい ･直線道路で坂道に面 ･T字の交差点に位置 ･直線道路に面してい

る している LL字型になってい る
･緑道橋が架かつてい る ･道路橋と歩道橋が架

る ･道路橋が架かっていろ かつている･バス停がある

視 点 の位 置 (1)斜め横水平 (車等)(2)上側 (緑道橋) (1)斜め上もしくは下 (車) (1)斜め横水平 (車) (1)斜め横水平 (車)(2)下側 (バス停)(3)上側 (歩道橋)

ス ピ ー ド (1)20-60血/h 自動車(2)0-81皿/h歩行者 (1)20-60km/h 自動車 (1)0-60kn/h 自動車 (1)20-601皿/h 自動車(2)Okm/h 歩行者(3)2-81皿/h 〝

要秦Ⅱ 土 地 利 用 住宅地 住宅地 住宅地 住宅地

(7バートマンション地区) (7パ小.マンション地区) (7パートマンション地区) (7/トトマンション地区)

道 路 種 別 幹線道路 幹線道路 幹線道路 幹線道路

施 工 時 期 平成 1年施工 平成 1年施工 平成1年施工 昭和59年施工

官 民 区 別 民有地 民有地 民有地 民有地

課 題 ･緑道橋から見えるこ ･港北N.T.内最大級の ･2-⑨の向かい側に
とを考慮して修景す 擁壁であるo あり､一体的な修景
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[司 l - - - 対 応 方 策 I

霊.擁壁の修景方法についてまとめると､大きく分けて以下の5つの手法が考えられるo

l 考 え 方 特 徴 事 例 . 略 図

(1).ペインティング修景による手法 擁壁の全面又は一部に対する手法①.絵を措く②.一色から数色に塗る③.数色のタイルを使い､絵や模様を措く ①.歩行者の存在する空間において有効であるo管理は比較的容易であるが､塗料の耐久性等の問題がある②.自動車空間において有効であり､経済的であるo①と同じく管理は容易であるo③.管理､耐久性には問題はないが､面積が大きい場合 表 さ 等 ÷二には擁壁施工段階における一体施工が必要

(2).材料 .テクスチャーの変化による手法 コンクリートの壁面に変化を持たす①.目地をいれる②.表面をはつる③.コンクリート造形､レリーフ等を施す④.路面舗装と同じにする(タイル､自然石等)⑤.化粧型枠による施工 ①.擁壁施工段階での処置が必要であるo小さな擁壁向きの修景手法であり､はつり等との併用が効果的○②.既存の擁壁にも行うことができ､汚れてもあまり汚く見えないo③～⑤.擁壁施工段階での処置が必要であるoワンポイントで部分的に行つても効果がある〇･この手法は､後の管理がほとんど必要でない点が特徴としてあげられるo -知.～.ーrt珊_-.■■ード.ーJ.
~~J'予て一一-,-'瑠刑
･叱tー_.A,--ごi雫.-i.ごはつりfi-上げ 白地入りはつ[)仕上:1-.I+-態i-■■■■lll

(4). ①.一一擁壁上部を切り､段状にするこ～ 擁壁施工段階での処置が必要であり､又土地を削ること

形態の変更による手法 とにより視界を広げる○ になり問題も大きいo植栽をいれた場合は､その管理も /
②.段状にした部分に､植栽をいれる 必要であるo 7/: O､/ ′ ////

(5). 擁壁の一部を切り込み､ポケットパークや植栽をいれ､単調な壁面に変化をもたす (4)と同じく擁壁施工段階での処置が必要であり､土地や道路との一体的な計画が必要であるo I,,,55 ,′ 一若 iE,
沿道 .周辺景観にによる手法沿道 .周辺景観にによる手法
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(1). ペ イ ン テ イ ン クやイ匿 景 らこ よ る 手 法

①.擁壁全面又は一部に絵を措く手法
･主に歩行者の存在する空間で有効である｡
･管理は比較的容易であるが､塗料の耐久性等の問題がある｡

②.擁壁全面又は一部を一色から数色に塗る手法
･自動車空間において有効であり､経済的である｡
･管理は比較的容易である｡

③.数色のタイルを使い､絵や模様を措く手法
･管理､耐久性に問題はない｡
･面積が大きい場合は､擁壁施工段階における一体施工が必要｡

スイスールツェルン:建物の壁に絵が措かれている

叫uJjd Ert～tLyTtknIILolATLFrJCl

大阪-アメリカ村:建物の空に絵が措かれている

ハワイ-ホノルル;壁に好子の木の絵か措かれている

(2)ー 材 料 ･ テ ク ス チ ャ - の 変 イヒ 古こ よ る 手 法

(丑.目地を入れる手法
②.表面をはつる手法
③.コンクリート造形やレリーフ等を施す手法
④.路面舗装と同じ仕上げにする手法
⑤.化粧型枠による施工
･擁壁施工段階における一体施工が望ましい｡
･各手法の併用､ワンポイントとしての部分的に施すなども効果的である｡
･のちの管理はほとんど必要ない｡

壬削Il市:目地等を入れ日時計にしてある

浄川市:タイルで鳥を去賓している

鮒 Il市:細かく割ったタイルで絵を措いている

ポルトガルーコインブラ:r7ズレージヲ｣とl郵fれる装飾タイルをはめ込んだ壁
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(3)_ 不直栽 古こ よ る 手 法

①.擁壁上部に植栽を入れる手法
･民有地の場合には､地権者の協力が必要｡

②.擁壁の前面に植栽を入れ､壁面を覆う手法
･道路境界と擁壁本体との間隔が小さい場合は難しい｡

③.擁壁そのものを植栽で覆う手法
･ネット等で擁壁を覆い､蔓性植物を這わす｡
口.既存の擁壁に適用することも容易であるが､こまめな管理が
必要であり､民有地で土地所有者､使用者に管理してもらう
ことは非常に難しいと思われる｡

･擁壁の前面に大きめの植栽をいれ､壁面を覆う｡

(横浜 ･横須賀道路)

･擁壁そのものを植栽を覆う｡

(ネットで壁面を覆い､つた等を這わす)

(4)_ 形 態 の 変 更 をこ よ る 手 法

①.擁壁上部を切り､段状にすることにより視界を広げる手法
②.さらに段状にした部分に植栽を入れる手法
･擁壁施工段階での処置が必要であり､又土地を削ることになり
問題が大きい｡
･植栽を入れた場合は､その管理も必要である｡

(5). 沿 道 一 周 辺 景 観 古こ よ る 手 法

01植栽の一部を切り込み､ポケットスペース等をつくり､単調な
壁面に変化をもたす手法
･擁壁施工段階における処置が必要であ り､土地や道路との一
体的な計画が必要である｡
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(≡)_ 手中奈 Jrr県 横 須 賀 市 安 浦 下 浦 線 整 備 事 業

都市計画道路安浦下浦線が90年3月末にそれまでの2車線から4車線

に拡幅されて開通した｡このうち横須賀市岩戸地区の300mの斜面は､風

化泥岩という弱い地質でがけ崩れの恐れがあり､しかも頂上まで宅地が

造成されているため､慎重な擁護壁が施された｡深礎擁壁方式といわれ

る筒状の壁は全国でも珍しく､筒と筒の間は植林している｡

本事業は､全国街路事業促進協議会主催の第二回街路事業コンクール

で景観デザイン賞を受賞した｡
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回 [. ケ - - ユ タ - イ - 莱 - よ る 検 - 1(1).課題の対応方策

･堀割方式の幹線道路において､コンクリートの直擁壁が､その汚れや大面横に

よる圧迫感等から良好な都市景観づくりの妨げになっているのは､第Ⅱ章で整

理したとおりであるo

･個々の擁壁に対する修景方策を考える際に前提とする､擁壁全体に対する修景

方策をまとめたものが以下に示すフローチャートであるo

<当報告書検討範囲>- .- .- .- .- .- .- .- .- .- .- .｢

●● I.各 擁 壁 の 現 況 と 課 長亘 対 応 step 1 擁 壁 の イ参 繕 ー 直 し (課題の直接対応方策) ●●

○.長擁壁による方向感のなさ○.大型擁壁による圧迫感 まちなみ景観 ○.表面形状の変化により､圧迫感や存在感を少なくするo
○.クリア塗装等による保護.汚れない擁壁にする. ケーススタディ地区

○.擁壁を洗浄､研磨等により汚れをとる0 1-⑥､⑦等で実施

の悪化○.既存擁壁の汚れ､黒ずみ

●- ●- ●- ●-

対 応 step2 擁 壁 の 活 用 (上記課題を解決しつつまちづくり対応方策)擁壁を活用したまちづくりらに擁壁を活用することを考えるo テーマ設計○.対応1に加え､
○.港北N.T.のシンボルとなる修景とするO .たとえば 丘､風､光等のテーマ
○.汚れをとった上に絵や模様を措く等O による擁壁修景

○.周辺地域環境条件を活用した修景計画 文化財保護地区等での

(擁壁全体の形態の変化でポケットスペースを作る等) 一体的整備 等

. コ

対 応 step3 住 民 参 画 古こ よ る 擁 壁 修 景(住民参加型のまちづくり対応方策)となった擁壁修景o○.地区や住民と-
○.人々の集まる空間､情報発信地となる修景o

港北N.T.修景擁壁調査 19



(2).各擁壁の修景対応手法

･擁壁の修景手法は､第Ⅱ章に挙げたペインティング修景､材料 ･テクスチャー

の変化､植栽､形態の変更等が考えられるが､それぞれの擁壁に対応する手法

を選びだすときに各擁壁を3ランクのグレー ドに分け､そのグレードに合わせ

た手法をあてはめることを考える｡

･グレード1は課題対処の修景であり､主に住宅地内の擁壁でビスタポイント以

外の擁壁がこれにあたる｡手法としては､材料 ･テクスチャーの変化や植栽に

よる修景が考えられる｡

･グレード2はビスタポイントの修景であり､幹線道路に面する擁壁または商業

用地や交通結節点などに位置する擁壁がこれにあたる｡それぞれに丘,風,人,

都市,光,水,星‥島等をテーマに個性ある修景を施し､港北N.T.の "顔"や

ランドマークとなるような擁壁を目標として整備を図る｡

･グレード3は複合的な修景であり､埋蔵文化財保存地区等で文化財の展示やサ

インなどを兼ねた修景が考えられる｡

･それぞれのグレードに対応する手法と擁壁をまとめたものが下表である｡

修 景 の 考 え 方 対 応 す る 修 景 手 法 対 応 す る擁 壁 備 考

グレード1課 題 対 処 ･課題対処の修景o ･材料､テクスチャーの変化による手法 1-⑥ 1-⑥､1-⑦､

･住宅地内､ビスタポイント以外の擁壁に対しての修景o (目地入れ､はつり､自然石風化粧型枠による打ち込 1-⑦ 1-⑩は施工中

･壁面の汚れ等の問題に対する修景o み等)･植栽による手法(前面に植樹する､ネットを掛けつた等を這わす) 1-⑩

グレード2テーマ性修景 ･幹線道路､ビスタポイントの擁壁に対しての修景o ･ペインティング修景による手法 1-(D､1-②､1-③

･丘､風､人､都市､光､水､星､鳥等のテーマを基に個性的でランドマークとなり､港北N.T.のイメージをつくり出すような修景〇･方向性を出させるサイン的な考えをもった修景o (ペイント､タイル､吹きつけ､はつり等) 1-④､1-⑧､2-①2-⑥､2-⑦､2-⑨

グレード3複合的修景 ･埋蔵文化財保存地区等において地区や地区内施設と複 ･ペインティング修景による手法 1-⑪

合的に修景する○ (タイル､はつり､コンクリートレリーフ等)

港北N.T.修景擁壁調査 20



[=コ_ ケ - ス ス タ デ ィ 作 業

●.ケーススタディ地区の位置

口.実際に修景を行う場所として､第 1地区内の擁壁9地点､第2地区内の擁壁4

地点､橋梁まわりで4地点の計17地点をケーススタディ地区として挙げる｡

このうち､第 1地区内の1-⑥擁壁は御影石調の吹き付けを施工中であり､1

-⑦擁壁は石積み風の化粧型枠による施工が済んでいる｡また､擁壁自体が未

施工であるのは､同じく第 1地区内の1-⑧､⑩､⑪擁壁の3ヵ所である｡

官民区別では､公共用地内に位置しているのは､橋梁まわりはもちろんである

が擁壁では1-②擁壁 (運動広場)と1-⑪ (埋蔵文化財保存地区)の2ヵ所

である｡

橋梁まわりについては､現在バス停がある場所もしくは､バス停が計画されて

いる場所の中から選んでいる｡

FC-3橋は1-②擁壁に接続しており､C-13橋は2-①､②擁壁をっなぐ橋

であり､それぞれ一体的に考えることができる場所である｡
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擁 壁 修 男を = 1-①

1-① 1 - ① の 賀 状 と 課 題

要秦Ⅰ ビ ス タ ･ゆるやかなカーブの ･第1地区を東西につなげる幹線道路の

外聞 酉脚に位置し､国道246号方面から
･向かいにバス停があ 入って最抑こある大型擁壁である○
り､横断歩道橋がか ･大きなカTブの奥に位置しているため

かつている どちらの方向から来た車にも遠くからよく目立つ｡･正面はバス停となるため､バスを持つ
視点の位置 (1)正面 (バス停より)

(2)ななめ槙水平 (車)(3)ななめ上 (歩道橋) 人に見えることも考慮すべきであるo

ス ピ ー ド (1)Ok皿/h(2)20-60km/h(3)4-8km/h

要秦Ⅱ 土 地 利 用 住宅地(アJl'-トマンション地区) ア マ と 手 法
･テーマ:人 (責)･手法:ペイント･明るく楽しげな人の責を措き､N.T.の街としての明るさを表現した,○

道 路 種 別 幹線道路

施 工 時 期 昭和63年施工
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擁 壁 修 景 = i-@
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1-② 1 - ② の 賀 状 と 課 題

要 ビ ス タ ･ゆるやかなカーブの ･坂道でカーブの内側のため､車からは

内聞･なだらかな坂 見えにくい位置にある.･前面は植樹されており､大掛かりな工

･向かいにバス停･横断歩道橋 事は行いにくく､又､育ち方によっては壁をほとんど隠してしまう可能性もある よ て 補助的な修貴で充分で

慕 視点の位置 (1)正面 (バス停より)(2)斜め上もしくは下 (辛)(3)斜め上 (歩道橋) ○.つ ＼あるともいえる.･ただし､公共用地なので思い切った修I 貴をすることも考えられる.

ァ マ と 手 法
土 地 利 用 運動広場

道 路 種 別 幹線道路

施 工 時 期 昭和64年施工

官 民 区 別 公共用地 (運動広場)

･テーマ:緑
･手法:植栽,ペイント
(1)擁壁の上にネットを掃け､つた等を這
わす｡
(2)植栽に合わせ､絵を措くもしくは色を
つける｡
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擁 壁 修 景 = 1 - (:≡), 1 - (:蛋)

1-③ 1 - ⑨ の 環 状 と 課 題 1-④ 1 - ④ の 現 状 と 課 題

ビ ス タ :警買監 萎 諾 :冨芸蓋芸誉葺き皇軍蓋蓋冨芸…芸 子 ビ ス タ ‥冒誉誉ftl710@PkO.鉦 憲 冨誉軍詣 識 主菜喜鎧

要 ･向かいに1-④壁が 壁面は見えにくく存在感だけ強く出てある いる. 要 '雲謂 嘉誉路橋の2 烏 讐 と-舶 な修貴を考えるべき

素 視点の位置 諸 芸警焚書違憲∩ ●誓冨蓋蔓志…蓋重量誓書誓誓芸芸童窒 素 視点の位置 諸 芸空で芸遥嘉∩ ◆重奏書芸冨誓軍儲 慧警完雷毒芸
Ⅰ る○ Ⅰ

･また､道路橋はすでに石造風の仕上げ
(1)20-60km/h が施されており､修貴にはそれも考慮 (1)20-60k皿/h

ス ピ ー ド (2)4-8k皿/h すべきである. スI ビ ー ド (2)4-8k皿/h

土 地 利 用 住宅地 ア マ と 手 法 】土 地 利 用 住宅地 テ マ と 手 法
要 (アJトトマンション地区) .テーマ:鳥と空 要 (アパートマンション地区) .テーマ:鳥と空

･手法:ペイント ･手法:ペイント
索 道 路 種 別 幹線道路 .トンAJレ状になっているので開放感を 素 道 路 種 別 幹線道路 .トンネル状になっているので開放感を

持たせる修菜を考えた.Ⅱ 施 工 時 期 平成1年施工 Ⅱ 漣 工 時 期 平成1年虹 持たせる修責を考えた¢

官 民 区 別 民有地 官 民 区 別 民有地
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擁 壁 修 景 = 1 - く蔓)

1-⑧ 1 - ⑧ の 賀 状 と 課 題

要素Ⅰ ビ ス タ ･ゆる冊なカーブの外聞 ･車道僻は遠くからも目立つ位置にあり

･なだらかな坂道 面積も大きい.
･鋭角に回り込んで歩 ･回り込んだ歩専道側はかなりの坂道と

専道に接する なっているが､歩行者が手で触れ､見て空しめるような修景を考えるべきである〇･未施工なので､ある程度思い切った手
視点 の位置 (1)斜め上もしくは下 (車)

(2)正面上もしくは下 (歩専道) 法も可能と思われる.

ス ピ ー ド (1)20-60km/h(2)2-8kn/h

要率Ⅱ 土 地 利 用 住宅地(アJトトマンション地区) テ マ と 手 法

･テーマ :海と丘･手法 :タイル貼り･擁壁自体は北を向いており､常に影になる面であるので色鮮やかで明るい色調とする.･横浜港から港北N.T.-つづく海から丘への景色を表現した○

道 路 種 別 幹線道路

施 工 時 期 平成3年施工予定
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1-⑩ 1 - ⑩ の 環 状 と 課 題

要 ビ ス タ ･ゆるいカーブの外側 ･交差点に回り込んでいる.

･端は交差点の角に回 ･港北N.T.の北端であり､周囲は住宅地

り込んでいる であるため､特に目立たせる必要はないと思われる.ただし､壁面が大きいため､圧迫感に対する配慮が必要と思

秦Ⅰ 視点 の位置 (1)斜め槙水平 (車)(2)交差点隅きり部は正面 (辛) われる｡･未施工地点である.

ス ピ ー ド (1)(2)0-60km/h

要 土 地 利 用 住宅地(ア/トトマンション地区) ア マ と 手 法･テーマ:-

秦 道 路 種 別 幹線道路 ･手法 ;石垣風化綻方枠･石垣風の仕止げとし､石鯛の色づげもJ!l->

Ⅱ 施 工 時 斯 平成3年施工予定 了丁つゆ

-叫ヽ←1



寧寧撃 修 景 = 2 - (三:)

2 ① 2 - ① の 現 状 と 課 題 -

要秦Ⅰ ビ ス タ ･直線道路で坂道に面 ･西側から登る坂道の途中にあり､多少

している 上からのしかかるような圧迫感を与え
･道路橋が架かつてい るが､壁自体はそれほど目立つ位置に
る はないo

視点 の位置 (1)斜め上もしくは下 (辛)

ス ピ ー ド (1)20-60km/h

要秦Ⅱ 土 地 利 用 住宅地(7)トトマンション地区) ア マ と 手 ■法

道 路 種 別 幹線道路

施 工 時 期 昭和57年施工
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2 ⑥ 2 - ⑥ の 現 状 と 課 題

要秦Ⅰ ビ ス タ ･直線道路でゆるやか ･他の地点に比べて交通量の少ない場所

な坂道に面している であり＼戸建住宅地内である.
･L字に回り込んだ境 ･回り込んだ壁が広い階段に接しており
に階段がついている 歩行者との接触が多いと思われる○

視点の位置 (1)斜め上もしくは下 (車)(2)上側､斜め下側 (歩行者)

ス ピ ー ド (1)20-60km/h自動車(2)0-8k皿/h歩行者(3)10-20k皿/h自転車 テ マ と 手 法

要秦Ⅱ 土 地 利 用 住宅地 ･テーマ:丘と空･手法:型紙式ペイント,ヒユメント･港北N.T.のイメージであり､南斜面となる当地点の景観より､丘をテーマとして丘の上に広がる空-､雲をペイント(型駄塗装)で表現す.る.･風で動くモニュメント(鳥のモビール等)を配置することも考えられる○

道 路 種 別 補助幹線道路

施 工 時 期 昭和59年施工
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2 ⑦ 2 - ⑦ の 賀 状 と 課 題

要慕I ビ ス タ ･直線道路に面してい ･緑道橋からの眺めを考慮した修貴が必

る･緑道橋が架かっている 要である.

視点の位置 (1)斜め槙水平 (車等)(2)上聞 (緑道橋)

ス ピ ー ド (1)20-60hl/h 自動車(2)0-8k皿/h歩行者

輩 土 地 利 用 住宅地(ア)トトマンション地区) テ マ と 手 法･テーマ:都市

秦･Ⅱ 道 路 .種 別 幹線道路 ･手法:ペイント(吹きつけ)･タウンセンターとのつながりを考慮し都市の昼と夜を表現した○施 工 時 期 平成1年施工
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2-⑨ 2 - ⑨ の 現 状 と 課 題

要秦I ビ ス タ ･T字の交差点に位置 ･新桂浜方面からの入口にある港北N.T.

LL字型になってい の中でも最大級の擁壁である○
る ･交差点を境にL字型に広がっている.
･道路橋が架かつてい ･信号持ちの車から見える景観に配慮す

る べきである.･圧迫感があるので､なるべく明るい色に修景すべきである○
視点の位置 (1)斜め槙水平 (車)

ス ピ ー ド (1)0-60km/h 自動車

要秦Ⅱ 土 地 利 用 住宅地■(アパートマンション地区) テ マ と 手 法
･テーマ:光･手法:型就ペイント等･虹色のペイントで明るさ (光)を表現するo

道 路 種 別 幹線道路

施 工 時 期 平成1年施工



'IlIy.AJ.享_十.-,;I/.～:戸

レJi/ミ㌣■諾T
H･､bJlr鷺･′･

{印 し

.ニ′.tL

2 - (豆)擁 壁

∫ 植栽桝として使用できる空間が1.0皿～1.5皿と
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る緑化と樹木による緑化の両方を検討した｡

樹木を歩道側にもってくるため､グレーチン

グやツリーサークル等を使用して歩道空間も利

用している｡
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擁 壁 修 景 = 1 - ⑪

畷 一 現 寸犬 分 析

1-⑪ 1 - ⑪ の 環 状 と 課 題

要秦Ⅰ ビ ス タ ･直線道路でなだらか ･港北N.T.内における最大規模のRC擁

な坂道･向かいはタウンセンターである商業ビル 壁である〇･上部は埋蔵文化財の保存地区であり＼

が建つ計画がある 歴史博物館の計画もあるため､象徴的な修責の必要がある〇･正面はセンター地区であり､商業ビルを建てる計画もある＼そこで＼正面上からの景観も考麓すべきである〇･未施工なので＼ある程度思い切った手法も可能と思われる◇

視点 の位置 (1)斜め上もしくは下 (車)(2)正面 (商業ビル)

ス ピ ー ド (1)20-80k皿/h(2)0-8km/h

要秦Ⅲ 土 地 利 用 保存地区

I道 路 種 別 幹線道路

施 工 時 期 平成3年施工予定

駆 .修 貴 の 考 え 方

･当擁壁は最大高13mにもなる大擁壁であり､埋蔵文化財の保存地区に屈してい
る｡また､タウンセンターに向いており､その正面には商業ビルの建つ計画が
ある｡よって､当擁壁修責の考え方には次の2種類の考え方がある｡

A:テーマ性を持たせ､積極的利用をする｡

B:利用せずになるべく目立たないように修景する｡

･また､Aについてはさらに2つのテーマが考えられる｡

A-1:埋蔵文化財保存地区としての歴史性 (｢土と歴史｣等)をテーマとし
た考え方｡

A-2:タウンセンターに向いていることを利用したニュータウンのPR､又
はタウンセンターの広告 ･インフォメーションとする考え方｡

タウンセンター
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■.Bについての手法

B.石垣風化粧型枠を使い石垣風の仕上げとした上に石調の着色を行う｡

又は､高さが目立たないように全体を緑化ウォールにして緑で覆う

(緑化ウォールは切り込み面積が大きくなる等の問題はある)こと

も考えられる｡

B修景案 :全体を石垣風化粧型枠で仕上げたイメージ｡石詞の着色を行う｡
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FC- 3 橋

■ 運動公園下の擁壁前面は既に植栽がなされており､

これを考慮した修景方法を考えるべきである｡

上側の絵は､四国化研工業㈱の ｢エレガンスタイル｣

を想定して描いたものである｡ワンポイントで上部の

連動公園を示すレリーフを入れている｡

下側の絵は､吹きつけ塗装材を想定して描いたもの

である｡東横技研のTYKセラコンを想定している｡

全体に明るい色調で着色し､植栽裏面に虹模様をワ

ンポイントで入れ､橋の部分にはシルエットで "運動

公園"を表現している｡
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⊂コ. 試 験 施 工

ニュータウン内の大型擁壁において､地権者と合意し

た3ヵ所 (1-⑥ :慈眼寺､1-⑦ :観音寺､1-⑩)

については､試験的に擁壁修景を行った｡

1)1-⑥擁壁 慈眼寺 :目地付大理石風吹きつけ塗装

(四国化研工業㈱)

2)1-⑦擁壁 観音寺 :化粧型枠による施工

(ランマット 東横技研㈱)

3)1-⑩擁壁 :化粧型枠による施工

(ワリマット 東横技研㈱)
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施工面積 :716m2 品名:エレガンス トーン

施工期間 :1990,08- 1990,09 (大理石調新型仕上材)



施工面積 :545nf 品名:ランマット

施工期間 :1989,08- 1990,06 (使捨化粧型枠)

ドJ.I./
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施工面積 :1,192m2 品名:ワリマット

施工期間 :1989,08- 1990,12 (使捨化粧型枠)
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口.全章でケーススタディ作業を行ったが､試験的に修景施工を行う場所とし

ては､大型擁壁は周囲に対する影響が大きいため､試験施工を行う場所と

して公共用地であまり大きくない場所をモデル地区として選ぶ｡

擁壁では公団の保留地から2ヵ所選び､1-⑤と2-⑩が挙げられた､こ

のうち2-⑩は向かい側にある2-⑨擁壁と一体で考える必要があること

から今回ははずし､1-⑤擁壁のみとする｡

橋梁においては､バス停留所のあるものから2ヵ所､A-1とC-47を選

び､公共用地に直結した橋としてFC-3を選んだ｡

以上の経緯により､モデル地区として検討を行う地区は､1-⑤擁壁及び

A-1橋､C-47橋､FC-3橋の4ヵ所である｡右図はその位置図である｡
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現 況 課 題 修 景 の 考 え 方 修 景 手 法 備 考

A●大擁壁 A-1:1-⑤擁壁 ･比較的短い擁壁であるが､巻き込んだ部分が橋梁 ･将来は前面にバス停がくることも ･植栽を施す

の階段部分と接 しており､橋の上からもよく見える 考えられるo ･植栽帯として確保できる空間が狭

位置にあるo ･周辺地区に緑化 (1.0mの植栽)の建築協定案があり､これに合わせて緑化することが適当と思われるo いため､蔓性植物による緑化を検討する○

'A-2:2-⑩擁壁 ･直線道路に面 した擁壁だが､歩道部分の植栽が､ ･擁壁の高さが歩道の幅に比べてか ･テ一々を決め､絵を措 く○ 2-⑨擁壁

かなり生い茂っており車からは見えにくくなっている〇･2-⑨の向かい側にあり､一体的な修景が必要と思われる〇･バス停があるo なり高いのでかなり圧迫感がある〇･明るい色彩で開放感を持たせる修景が効果的と思われる ･1色から数色に塗るo との一体施工が必要であるため試験施工は保管

B●橋梁+漢壁 B-1:FC-3橋 ･公共用地 (運動広場)に接続するペデ橋であるo ･橋が門のようにかなり目立つ位置 ･テーマを決め､絵を措 くo

･公共用地側に擁壁が橋に付随する形で存在しており､一体的な修景が必要と思われる〇･ただし､公共用地側の擁壁前面にはすでに植栽が施されているo にある〇･公共用地の運動広場を示すサイン的な修景が考えられるo ･運動広場をテーマとするo

B-2:A-1橋 ･港北N.T.内によ く見られる橋下のバス停留所であるo ･橋詰部分と擁壁 部分を一体的に便 ･テーマを決め､絵を措くoい､バス停の個性 化を目指 した修景 ･町名 (川和富士)､橋名 (夕焼け
･道路橋のアバッ ト部分に短い擁壁が付随している が考えられるo 揺)等をテーマとするo

B-3:C-47橋 ･企業用地とライフケアマンションの間に位置する ･植栽が施されていると言っても､ ･タイル調の塗装を施すo
橋であるo 橋の上からはよく目立つ位置にあり ･ワンポイントで模様 (テーマ :棉

･すでにこまごまと植栽が施されており､補助的な修景とすることも考えられるo 歩行者の目に合わせた修景を考える･通過する車交通からの目を和らげる修景をも考える〇･バス停の個性化を考慮した修景とするo 名-新田歩道橋)を入れるo
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1 - @ I - ⑤ 壁 の 現 状 と 課 題

要素I ビ ス タ ･直線道鴇で坂道に面 ･比較的短い擁壁であるが､巻き込んだ部

している 分が橋梁の階段部分と接しており､樵の

･ベデ橋に隣接している 上からもよく見える位置にある〇･将来は､前面にバス停がくることも考えられる〇･周辺地区に､道蹄側 1mの植栽を施すと
視点 の位 置 (1)斜め上もしくu下 (辛)(2)上側 (ベデ標) いう緑化の建策協定案があり､これに合

(3)下側 (階段) わせて緑化することが適当と思われるo

ス ピ ー ド 日)20-60km/h自動車(2X3)2-8km/h歩行者

要莱Ⅱ 土 地 利 用 住宅地(了バートマンション地区)

道 路 株 別 幹線道路

施 工 時 期 平成 1年施工

1-⑤ 壁 の 修 県 手 法 とテ ー マ

･建築協定案 (緑化)と合わせた形で､
植栽による修条を行う○

･道路と擁壁のILf潤 が挟いため､中高木
を植えることが難しい○よって､低木
を植え､さらに蔓性植物を擁壁に遣わ

1- ⑤ 蟹 の 修 東 面 税 と 延 長

n 両横

道路側 :258.1nf

階段側 :87.2rrt

合計 :345.3n1

[ユ 延長

道路側 :43.0m

階段側 :l5.1m



FC-3橋
F C - 3 FC- 3 標 の 現 状 と 孟Y;侶

要i ビ ス タ ･坂道でゆるいカープ ･公共用地 (迎動広場)に接続するベデ托
部分に位正している である〇･公共用地AJHこ扶壁が付駄する形で存在しており､一体的な軽食が必要と思われる･ただし､公共用地巾の扶壁前面には､すでに植栽が施されている.･橋が門のようにかなり目立つ仕掛にある視点 の位荘 (1)斜わ上 (班)(2)上側 くべデ椛)

Ⅰ ul一･公共用地の運動広場を示すサイン的な軽舟が考えられる.

ス ピ ー ド 日)20一一60km′h 自動lF(2)2-8h/h 歩行者

要莱皿 土 地 利 用 公共剛也(ベデ樵)
造 指 種 別 幹線逆相

現況写真

イメージスケッチ

FC-3横 の修景 手法 とテ ー マ

･運動広椴を示すサイン的な修衆を考え
た｡

･運動する人々の梁を筋純化ししかもシ
ルエットとして蛮現した｡

･手法としては､2色の途料による吹善
つけ込鼓を想定して措いている｡

辛面囲

公共用地 (運動広場)

∫
-
-

I-
I
I-
～

･/

FC- 3 橋 の 轄 ft 両 統

立面図

[ユ 両統

公共用地0!rJ:107.6nI

反対側 :I39.4rTt

合計 :247.OrTI

口.使用材料 (茶)

双械技研(紺TYKセラコン
セラアート工〃三

一式 2.717.000円

耐久性 強
(汚れは水洗いで筋とせる)

34.7744.554 9.990 10.000 S.230 4.,DCO

iI ii

II



平面図

A-1橋
A - 1 一A - 1 標 の 現 状 と 許 項

要栄I ビ ス タ ･直線逆柏に架かった ･活北札T.内によく見られる､樵下のパス

樵である 停留所である｡

･バス停となっている ･退路控のアバット部分に短い扶壁が付随している.･標結部分と擁壁部分を一体的にt.i-い､バス停の個性化､区別化を目指した任爪が
視点の位 置 ∩)正面下側 (バス停)(2)斜め横水平 くせ) 考えられる.

ス ピ ー ド (日Okm′h 歩行者(2)20-60kJ)/h 自動JtE

要栄Ⅱ 土 地 利 用 公共用地(正格橋)
道 桔 種 別 幹線道柁

現況写真

A-1橋 の 軽 舟 手 法 とテ ー マ

･バス停の名称 (樵の名称)と地区名を
モチーフにペインティングで去現 した｡

･バス停名称 r夕焼け穏｣をベースとし
て地区名 rJ廿和富士Jを表現し､桔自
体も含めて岱澱する｡

･手法としては､アクリル樹脂系漁村を
想定して描いている｡

イメージスケッチ



也偏Lk麹e*

個 だ

喜 三 三 三 悪 念 富 男卜 維H I TO

N ∽ ○ 盤古 ヨ ートo u .-. ○ ;ぎe 小

I- N N 卜 在 ミ醒 亜 ニ

I･く 怒 つEl せ 東 .お ..蔓 等 畠 哩 へ) 旺 満腹 軽 妹 艇 中 軸 ト 在 )

I...<:....(-I粧 .:pl■Jl-IIi/ I.1一.Lill~■.tJルー.JI,,;.一I(.i
～..1;..Jlr

II 1/I.-′■lIil∫

Tr.:.ー h…腐 I･:,{尽■て鍾 :..:I'⊥.LlIl t.I JJfIT/日歩 l'1J I一jiJJ...
【

巨iニー.リ. I, ′ !･̀ノrL--lr眉 ミ

I汁し一L,rtI.I:)
TpI.tr ●一 1

一七..TJこ.1i....lrll.A-ド'Ti.'r一一′.◆I!<.-TiIfl,.,.,'F艦 lI.lfI' =′'lT
■-ftI

Iー圧 .E宅t ◆､ 毎 ..(,Ti` 卜..I.,/,!描･(

I∫ijI十.菅 三<●■'1二̀～iIl ifI+痩.lLI.Il一､ ltーiI +I.ll.■′‖･'.I∫.･f.∵･'I･I.1.5t._i;t.:冒.9.1･ゝ!･...p{､.1:小i高I■+..IlTf..I.!.'('.Lp7..;ll一.r･卜 ∫∫～J■･tTSlm･→.i拷ll
l1 一̀l

十.菅 三<●■'1二̀～iIl ifI+痩.lLI.Il一､ ltーiI +I.ll.■′‖･'.I∫.･f.∵･'I･I.1.5t._i;t.:冒.9.1･ゝ!･...p{､.1:小i高I■+..IlTf..I.!.'('.Lp7..;ll一.r･卜 ∫∫～J■･tTSlm･→.i拷ll



C - 4 7 C - 47橋 の 現 状 と 課 題

要莱i ビ ス タ ･直線道路に架かって ･企恭用地とライフケアマンションのTF'"に

いる歩道橋 位正する歩道橋である○
･バス停 ｢新栄高校前 ･すでにこまごまと植栽が施されており､

｣がある 補助的な修舟とすることも考えられる〇･植栽が施されていると言っても橋の上からはよく目立つ位置にあり､歩行者の目
視 点 の位 置 (1)斜め横水平 (衣)(2)上側 (歩道橋) に合わせた修県をも考えるo

(3)正面 (バス停) ･通過する車交通からの日を和らげる倍尿をも考える〇･バス停の個性化を考庸した修尿とする○

ス ピ ー ド (1)20-60k皿/h 自動車(2)2-8b】/h 歩行者(3)Ohm/h 〝

質莱Ⅱ 土 地 利 用 公共用地(歩道橋)
道 路 種 別 幹線道鴇

〟 ,亡_三 予
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⊂コ_ イ匿 景 擁 壁 概 算 工 事 費 対 上ヒ表

F C - 3 247m2 C - 4 7 441.8m2 A - 1 700.2m2 i - @

四 品名 〇 〇 〇セ品 磁品 型上 ワ 品 型上 ○ ○セ品 絵品 特上 ○

メ名 器名 紙塗 ン1名 紙塗 メ名 柄名 殊塗 権 . . ※
ン. 夕 . .材 ポパ . .材 ン. .目材 栽 か ツ ネ

卜カフ イエル標 . イ夕エル特 . トカフ ェル地 . 工 ん 夕 ツ

国 系ケ イ ルレT準 リク ンーレT注リク 系ケ イ レTエ リク 法 木 系 ト
化 下ンラ 調ガS夕リリ トンガS リリ 下ンラ ガS法リリ i i 等
研 地セ ー 吹ン イカア 絵2.ンコ カア 地セ ー ンコ カア ツ 常 仲
工 調メ 付ス プク ー 柄ケステ ク ー 調メ ステ 夕 ー ･ツ 隷 属
莱 整ン 材タ イ 所夕塗 イ 整ン 夕塗 イ ジ 樹 工

㈱ 材 卜 イ 卜 イり 卜 材 ト イり 卜 ' も 事シ し 費ヤ く 別リ 旦> .iバ 葉イ 樹イヽメツ

単価 / 1,200 7,200 600,000 1,200 18,000

数量 / 441.8rd 441.8ⅠTf 一式 700.2Hf 700.2Ⅱf

金額 / 530,160 3,180,960 600,000 840,240 12,603,600

合計 / 計 4,311,120 計 13,443,840

T 品名 ○ ○

T セ ※ ※ ※Y ラ シ 背 : 足工K ア ル 景 ; 場事 T セ ※Y ラ 足工K ア 場事 ゲヽ播
セ ti エ (3 別場 セ ti 別場 種

YK東横技研㈱ ラ 卜壁 ツ 砂色 .処ヲ 孟塁 上… 隻霞 雲理吹 物 1 吹 む) 色 き 直施 吹 処 材工 き 理 ラ 卜壁 .処コ 工面 養理ン 法( 坐立 合吹 む) 直施 材工 等単価 1,200 300

単価 ll,000 / .17,000-18,000 数量 150本 90株

数量 247.0ⅠTf / 700.2rTf 金額 180,000 27,000

金額 計 2,717,000 / 計 11,903,400-12,603,600 合計 207,000(直工費のみ)
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⊂コー 管 理 の 考 え プチ○.モデル地区における管理の考え方

今回､具体的な材料を用いての提案を行つたが､それぞれの地点に

おける提案内容について､管理面をまとめたものが下表である○

管理内容 地 区 所 有 者 仕 様 管 理 主 体 備 考

定期清掃(簡単な水洗い) 第 1地区 FC-3橋 公 共 用 地 ･吹き付け塗装(東横技研㈱TYKセラコンを想定) 市

定期清掃(水洗い)補修､塗り直し(耐久性10-15年) 第2地区 C-47橋 公 共 用 地 ･型紙を使用したタイル調吹き付け塗装(四国化研工業㈱エレガンスタイルを想定) ノ:′

定期清掃(水洗い)補修､塗り直し(耐久性10-20年) 第2地区 A-1橋 公 共 用 地一部民有地 ･アクリル樹月旨系塗料によるペイ ント ノ′ ･ペインティングによる修景なので､清掃等について心配りが必要

暫定施肥除草 等 第 1地区 1-⑤擁壁 公 団保 留地 ･植 栽 地 権 者(公団処分地)

港北N.T.修景擁壁調査 55



｢

<参考 :植栽管理>

植栽は､条件次第ではまったく管理を必要としない｡しかし､計画意図に

沿う植栽を形成するためには､また好ましくない植栽条件のもとにおいては

管理は必須のものであるといえる｡

植栽の管理はその段階によって､育成管理､維持管理､更新管理に大きく

段階管理

分けられる｡育成管理は植栽時点から目標とする植栽の形態が整うまでの管

理であり､推持管理は育成管理終了時点から更新管理に到る間の管理である｡

そして､更新管理は植栽の衰退に対応して行われる｡

以下に一般的な一年間の管理内容を表として示す｡

月別作業別 4 5 6 7 8 9 lO ll 12 1 2 3 回 数 摘 要

街路樹管理 夏 期 せ ん 定 II 1-2 台JLまでに行うスズカケ.ヤナギ等

冬 期 せ ん 定 陛 l l 1 A:7才やりa:書抜肘-椴街路樹(蒲兼併)ll l l

補 植 車 常松帆 常は肘 車 IJ 清美蜘一

枯 lEl桝撤 去 I I I l l枯 死 桝 は す ふ や か に 撤 去
■l- - 一 l

撞 木 l 撞 木 取 替 え L旦 星些上｣l- - -

施 肥 F j 国聖肥料その他
I

I

並木 ます内処理 内部土壌が拝石より5cTnぐらい下がっているようにする
態正 .除草

■■一ll■l- 一■■■■■■ I

主な病 虫害防除 I:O L llTノリhi,ETとトリI 亡コ 2-3カイ析虫I

ヤ ゴ 取 り ヤ ゴ 耽 り l 天狗虫織り
I l

低木管理 刈 込 み 2-5 花木瓜 土花芽分化前までに実施

せ ん 定 匝 幸】ll 1 軽せん定桂皮とする

施 疋 1 粒状正科その他l

補 植 ll 折fIによりiL期に行うl l幸 i]ll l

芝坐管理 芝 刈 ■ l 3-5 刈りむらのないようにする

l
施 肥 [:コ 1-2 粒状た科その他

除 草 剤 散 布 1 C.A.T.除草剤(毎年行わfJ:い)

目 土 掛 1【司/2年 すさ10mEn内外

芝 .a.i
I

全般 除 草 一 3-5 姓革は根より抜き取る

I
l l l l E

植 込 地 清 掃 ■- - - 12-52 枯枝,話兼,枕席その他を除去24-34 J 12-18
- - ■- 一 l l I 一 一

伯路植栽年間管理計画表 (東京都)(道路緑化ハンドブック,昭和51年より)
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』耐

本調査においては､直接的にはコンクリート擁壁の修景計画である｡広く

まちづくりの一環として､シンボル的景観づくり等擁壁の積極的活用につい

て提案してきたが､より広範的視点をもとに､ニュータウン全体の都市景観

の視点のもとに当擁壁の修景計画が位置づけられることが必要である0

さらに､ 今回は事業者である公団がモデル的､先導的に実施し､擁壁看

積極的に活用した都市景観向上という視点での啓蒙的実践をめざしているが､

今後より広い意味でのまちづくりの一環として取り組む方向が望まれる｡

2.擁壁の地権者及び管理者に対する事業実施における合意形成､並びにその後

コンクリート直擁壁の多くが､民間所有地にあり､これら民間地権者の同

意を今後どのような方法で取り付けるのか､ある一定のルールづくりが必要

である｡

又､公有地にあっては､おおむね道路管理者であり､これらに対する同意

が必要である｡

これら､管理者の異なる擁壁に対し､その後の管理 (メンテナンス等)の

ルールづくりが必要である.

今回のケーススタディ地区に対して､モデル的､先導的に実施する考えの

もとに事業者である公団が行う場合､その工事費用は結果的に区画整理事業

の経費の一部として実施するものと考えられる｡

さらに､今後より一般的にこのような修景事業を実施する場合は､広くま

ちづくりの一環として､たとえば横浜市の公的援助等方式を検討する方向も

考えられる｡

修景を実施するにあたって､その計画内容作業等について､次のような工

夫が考えられる｡

(イ)コンペ方式

･一般公募によるコンペ方式

･メーカー等の企業参加コンペ方式

(□)住民参加方式

･行政､公団のみで行うのではなく､住民の積極的参加方式とする0

(ニュータウンの住民が自ら参加して擁壁の修景を行う)

(ハ)著名アーティストに依頼
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